
【埼玉版スーパー・シティプロジェクト】

「ひと、もの、しごと、情報」が行き交うハーモニータウン上里
～良質な情報とサービスで暮らしの質を高める仕組みづくりと災害に強く賑わいのあるまちづくり～

概
要

神保原駅周辺に暮らしに必要な機能がコンパクトに集積され、安心安全でくらしやすいまちを目指します。
さらに、中心拠点と住宅市街地等のアクセス強化を図るとともに、町内全体で「ひと、もの、しごと、情報」が行き交い、まちの魅力を感じられる拠点形成

を目指します。

課
題

・郊外開発が進み、市街地が拡散傾向にあり、駅周辺の中心市街地の空洞化
・駅周辺の賑わいの喪失
・若年層の転出を一時的なものとするための、UＩJターンを促進する資源（住環境等）が乏しい
・高齢化、人口減少による地域コミュニティ活力の低下、居住の低密度化による生活サービス施設等の維持、公共施設や都市基盤維持への懸念
・頻発、激甚化する自然災害についての情報取得等に対する懸念

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

重点区域を中心と
したコンパクトな
まち

長期
（10年）

・人々が集まり、賑わいのある拠点形成
・移住促進
・地産地消の仕組みづくり

・賑わいづくり
・サテライトオフィス
・空き家の利活用

ス
マ
ー
ト

スマート技術等を
活用した利便性の
高いまち

中長期
（3～10年）

・生活利便性を高めるアプリによるサービス向上
・役場窓口のデジタル化
・デジタルサイネージ等を活用した情報発信強化
・高齢者や子どもの見守り強化

・アプリ
・ＡＩ、ＩｏＴ、５Ｇ
・見守りネットワーク

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害に強い安心・
安全なまち

中長期
（3～10年）

・災害時でもくらし安心なまちづくり関連整備
・公共施設のZEB化推進
・公用車のEV化推進

・再生可能エネルギー
・蓄電池
・ZEB
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【コンパクト】
重点区域を中心とした
コンパクトなまち

【スマート】
スマート技術等を活用した

利便性の高いまち

【レジリエント】
災害に強い安心・安全なまち

コンセプト

災害時でもくらし安心な
まちづくり関連整備

公共施設のZEB化推進

公用車のEV化推進

【町全域】
・移住促進
・地産地消の仕組みづくり

【町全域】
・生活の利便性を高めるアプリ
・高齢者や子どもの見守り強化

人々が集まり、
賑わいのある拠点形成

デジタルサイネージ等を
活用した情報発信強化

対象エリア：町全域
重点区域 ：都市機能誘導区域及び

上里SA周辺地区
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上里SA周辺地区

都市機能誘導区域


